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工場排熱データベース構築事業 

 

Investigation of the waste heat in the factories 

 

伊藤譲、赤平亮 

 

青森県の中でも特に八戸地域には高温の排熱を放出する企業が集積していることから、工場のプ

ロセス熱源や冷暖房熱源として熱の多段階利用や融通を行うことにより化石燃料の消費量を削減す

ることが可能となり、企業の収益改善に貢献できる。 

排熱回収を促進させるために、熱回収の要となる熱交換器について、二重管式熱交換器 13 例、

多管円筒式熱交換器 17 例、フィンチューブ式熱交換器 5 例、プレート＆フィン式熱交換器 5 例、

プレート式熱交換器 13 例、及び回転型全熱交換式熱交換器 4 例についてまとめた。その他、貯湯

槽 8 例、冷却塔 2 例についてまとめた。 

また、排熱利用の方法をより具体的に把握するために、実際に排熱を利用して熱供給を行ってい

る地域熱供給システム 7 件の現地調査を行い、システムパターンや熱需要の形態についてデータベ

ース化を行った。 

さらに、熱回収装置を利用すると、どの程度の熱回収が可能となるか、熱流体解析ソフト「PHENICS」

を用いて熱交換器をモデル化し、熱回収状況について解析を行った。 

今回の調査により得られたデータベースを八戸地域研究所のホームページ上にて公表し、外部か

ら閲覧できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
実際にまとめたデータベースの一例 

データベース化を行った地域熱供給事業の所在地

ち地 

熱回収数値解析の結果の一例 


